
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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重要なまちづくりの課題の現状評価シート
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インターネットを通じて行政サービスを24時間365日受けられる

施策名 インターネットを通じて行政サービスを提供する No.55
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現状評価 Ａ
インターネットによる行政サービスの利用者数では、②蔵書検索システムによる図書予約冊数が目標
値を既に上回っているが、前年度現状値から約3.9%増加している。また、①電子申請システム利用件
数（件）も電子申請ができるサービスを拡大したことにより、前年度現状値から約15.1%増加している。イ
ンターネットサービスを利用した人の満足度においても順調に推移しており、めざすべき姿に向け改
善傾向である。改善傾向
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これまでのＩＣＴ利活用は、情報化の遅れた分野を後押しするための取組が中心であったが、社会課題を解決するためにＩＣＴを積極的に利活用する段
階に移り、地域の活性化に貢献することが期待されている。スマートフォンなど携帯モバイルをはじめ、インターネットが急速に普及しており、民間では、
企業のホームページ上で各種サービスの提供や会員向け情報発信などの24時間365日のサービスが一般化している。しかし、一方ではフィッシング詐欺
などのインターネット犯罪や、悪質なアプリケーションによる個人情報の漏えいに対する不安も高まっている。
※ ICT:情報(Information)や通信(Communication)に関する技術(Technology)の総称。
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3.6インターネットサービスを利用した人の満足度（※満足度を5点満点で
評価）
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①電子申請システム
利用件数（件）

②蔵書検索システムに
よる図書予約冊数（冊）

インターネットによる行政サービスの利用者数

評価がＢ・Ｃの場合

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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総合計画推進市民会議による現状評価（※総合計画推進市民会議が発表した「重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の評価書」から転記）

長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②） 長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）

次年度の
改善計画

評価 Ｂ 指標１の蔵書検索システムについては使い勝手も良く、利用が増えているが、電子申請は件数が停滞
している。行政からのＰＲ不足も考えられるが、高齢者のネット利用が少ないことも要因ではないか。

停滞

評価

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

停滞


